
様
々
な
事
案
か
ら
災
害
活
動
を
振
り
返
る

コ
マ
ン
ド
ア
イ

北
方
面
隊

消
火
隊
が
連
携
し
、即
消
及
び
人
命
救
助
に
従
事
し
た
火
災

■ 

は
じ
め
に

　
今
回
取
り
上
げ
る
火
災
は
鉄
骨
造
４

階
建
共
同
住
宅
で
発
生
し
、
緊
急
調
査

か
ら
続
報
に
よ
り
第
１
出
場
に
切
り
替

わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
火
災
の
焼
損
程
度
は
「
ぼ
や
」
で

あ
り
比
較
的
小
規
模
な
火
災
で
あ
る

が
、
消
火
隊
２
隊
が
連
携
し
、
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
と
と
も
に
、
要
救
助

者
を
救
出
す
る
に
至
っ
た
事
例
で
あ

る
。
ま
た
、
本
火
災
覚
知
時
間
に
付
近

で
限
定
事
案
が
複
数
発
生
し
て
い
た
た

め
、
近
隣
の
救
助
隊
の
到
着
が
遅
延
す

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
中
で
の
活
動
で

あ
っ
た
。

■ 

火
災
概
要

　
覚
知
時
間
　         

11
時
35
分

　
指
令
時
間 

　        

11
時
40
分

　
放
水
開
始
時
間
　
11
時
50
分

　
鎮
圧
時
間 

　        

11
時
53
分

　
要
救
助
者
発
見
時
間
　 

11
時
53
分

　
救
出
完
了
時
間
　 

　
　
11
時
55
分

　
鎮
火
時
間
　 

　
　
　
　
12
時
35
分

建
物
構
造
　 

鉄
骨
造
カ
ラ
ー
ベ
ス
ト

               
　
　
葺
Ａ
Ｌ
Ｃ
版
張
４
階
建

               
　
　
共
同
住
宅
（
建
２
３
１
㎡
／

               

　
　
延
９
５
２
㎡
）

焼
損
程
度
　
２
階
２
０
１
号
室

               

　
　（
占
有
25
㎡
）
に
お
い
て

               

　
　
内
在
品
及
び
床
若
干
焼
損

負
傷
者         

87
歳
　
男
性
（
火
元
住
民
）

負
傷
程
度
　 

重
症

■ 

消
火
隊
活
動
状
況

　
Ｈ
管
内
の
緊
急
調
査
か
ら
第
１
出
場
に

切
り
替
え
と
な
っ
た
事
案
の
た
め
、
指
令

書
記
載
の
直
近
隊
（
Ａ
隊
）
が
現
場
到
着

し
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
別
消
火
隊
（
Ｂ
隊
）

が
直
近
消
火
栓
部
署
し
て
い
た
。

　
そ
の
た
め
、Ａ
隊
は
Ｂ
隊
に
ポ
ン
プ
相
掛

り
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
大
消
本
部

に
即
報
す
る
。
そ
の
後
、Ａ
隊
及
び
Ｂ
隊
の

小
隊
長
は
携
帯
無
線
機
を
使
用
し
、Ａ
隊
は

背
面
（
ベ
ラ
ン
ダ
側
）、Ｂ
隊
は
正
面
（
玄

関
側
）
に
筒
先
配
備
す
る
活
動
方
針
を
立

て
る
。Ｂ
隊
が
正
面
（
玄
関
側
）
に
到
着
し

た
際
、
発
災
号
室
の
玄
関
扉
は
施
錠
さ
れ

て
い
た
た
め
、
そ
の
旨
を
Ａ
隊
小
隊
長
に

情
報
共
有
す
る
。
救
助
隊
が
遅
延
し
て
い

る
た
め
、
玄
関
扉
の
破
壊
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
た
Ａ
隊
小
隊
長
は
背
面
（
ベ
ラ
ン

ダ
側
）
か
ら
の
進
入
を
進
言
、
再
度
活
動

方
針
を
共
有
し
た
。

　
Ａ
隊
は
地
上
で
背
面
（
ベ
ラ
ン
ダ
側
）

に
ホ
ー
ス
延
長
し
、
２
階
ベ
ラ
ン
ダ
に
折

り
た
た
み
式
は
し
ご
を
架
梯
後
、
ホ
ー
ス

を
通
水
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
至
る
。
こ
の
際
に
、

掃
き
出
し
窓
よ
り
煙
の
噴
出
を
認
め
た
た

め
、
と
び
口
で
窓
ガ
ラ
ス
を
破
壊
し
、
掃

き
出
し
窓
を
開
放
す
る
。
そ
の
後
、Ａ
隊
小

隊
長
は
放
水
開
始
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、

後
着
の
指
定
消
火
隊
に
消
火
、
要
救
助
者

検
索
の
た
め
、
熱
画
像
直
視
装
置
を
要
請

し
借
用
す
る
。
室
内
は
濃
煙
熱
気
の
た
め

熱
画
像
直
視
装
置
で
火
点
を
確
認
し
、
面

体
着
装
後
Ａ
隊
３
名
で
屋
内
進
入
、
火
点

に
ス
ト
レ
ー
ト
放
水
を
実
施
し
制
圧
す
る
。

こ
の
時
点
で
は
要
救
助
者
を
熱
画
像
直
視

装
置
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
火
点

制
圧
後
玄
関
扉
を
開
放
し
、
環
境
改
善
を

実
施
す
る
。
そ
の
後
、
室
内
の
再
検
索
を

行
う
と
、
室
内
中
央
布
団
付
近
で
倒
れ
て

い
る
要
救
助
者
を
発
見
す
る
。
指
揮
本
部

に
即
報
す
る
と
と
も
に
Ａ
隊
隊
員
２
名
で

か
か
え
搬
送
に
よ
り
玄
関
側
か
ら
地
上
へ

救
出
し
、
救
急
隊
に
引
き
継
い
だ
。

■ 

活
動
の
ポ
イ
ン
ト

① 

先
着
、
後
着
消
火
隊
の
連
携

　
　
緊
急
調
査
か
ら
第
１
出
場
に
切
り
替

わ
っ
た
事
案
で
あ
り
、
指
令
書
記
載
の

直
近
隊
と
は
別
に
先
着
し
て
い
る
隊
が

い
る
中
で
、
小
隊
長
同
士
が
早
期
に
連

携
し
任
務
分
担
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
そ
の
後
の
活
動
に
迷
い
が
な
く
、

隊
員
全
員
が
活
動
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
で

き
て
い
た
。
活
動
方
針
が
早
期
に
確
立

す
れ
ば
、
活
動
の
ス
ピ
ー
ド
感
も
お
の

ず
と
上
が
る
た
め
、
本
事
例
の
よ
う
な

即
時
鎮
圧
に
直
結
す
る
。

② 

警
防
資
器
材
の
有
効
活
用

　
　
一
般
消
火
隊
に
は
配
備
さ
れ
て
い
な
い

熱
画
像
直
視
装
置
を
積
極
的
に
活
用
し

て
い
る
点
も
、
即
消
に
繋
が
っ
た
要
因

と
い
え
る
。
濃
煙
熱
気
の
中
、
目
視
で

火
点
を
確
認
す
る
こ
と
は
か
な
り
困
難

で
、
視
界
が
無
い
中
、
根
拠
を
持
っ
て

放
水
箇
所
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
こ
と
も
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。
消
火
隊
に
は
あ
ま
り
馴
染
み
が
な

い
資
器
材
で
あ
る
が
、
機
転
を
利
か
せ

て
使
用
し
て
い
る
。

　

③ 

消
火
隊
に
よ
る
救
助
活
動

　
　
消
火
隊
に
よ
り
要
救
助
者
を
検
索
し
、

救
出
し
て
い
る
こ
と
も
本
事
例
の
ポ
イ

ン
ト
と
言
え
る
。
熱
画
像
直
視
装
置
を

使
用
し
た
検
索
で
は
発
見
に
至
っ
て
い

な
い
も
の
の
、
消
火
活
動
中
も
要
救
助

者
へ
の
意
識
を
切
ら
す
こ
と
な
く
活
動

で
き
て
お
り
、
消
火
後
も
速
や
か
に
再

検
索
を
行
い
、
早
期
に
要
救
助
者
を
救

出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、消
火
隊
で
あ
っ

て
も
人
命
救
助
へ
の
意
識
が
高
い
活
動

で
あ
っ
た
。

■ 

お
わ
り
に

　
火
災
は
消
火
す
る
ま
で
に
時
間
を
要
す

る
と
被
害
が
拡
大
し
、
人
的
及
び
物
的
損

害
が
大
き
く
な
る
。

　
今
回
の
事
例
で
は
、
救
助
隊
の
到
着
が

遅
延
す
る
中
、
先
着
隊
及
び
後
着
隊
が
連

携
し
迅
速
に
任
務
分
担
を
行
い
、
消
火
及

び
救
助
活
動
が
被
害
拡
大
前
に
実
施
で
き

た
奏
功
事
例
と
言
え
る
。

　
耐
火
造
建
物
に
お
け
る
事
例
で
あ
る
が
、

木
造
建
物
で
あ
っ
て
も
「
即
消
」「
人
命
救

助
」
が
最
大
の
目
標
で
あ
る
こ
と
に
違
い

は
な
く
、
先
述
し
た
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
は

全
て
の
火
災
に
共
通
す
る
要
素
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
例
を
各
小
隊
で
考
え
、

日
常
の
訓
練
に
生
か
し
、
今
後
の
現
場
活

動
時
の
参
考
と
し
て
も
ら
い
た
い
。

熱画像直視装置
使用イメージ

背面（ベランダ側）
の状況

正面（玄関側）
の状況

熱画像直視装置画面イメージ

要救助者が
識別できる

検索経路
救出経路
表面焼損

玄関

トイレ

風呂

キッチン

N

こたつこたつ

折りたたみ式はしご

救出状況図

要救助者
発見 !!



明
日

備去

学

過

Vol. 4

今回のテーマは「熱中症対策（ソフト面）」
（警防部司令課）

※ 低ナトリウム血症とは…

事例
紹介

過去
からの
学び

さいごに

【参考資料１】（スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブックJSPO 2019）
練習の前に自分の体調をチェックする習慣をつける。
1つでもチェックが入れば、トレーニングメニューを軽くし常に選手に目を配る
□　睡眠が不足している(よく眠れなかった)
□　熱がある
□　喉が痛い
□　風邪をひいている
□　下痢をしている
□　朝食を抜いた

【参考資料２】 （厚生労働省による事業者向けの通達）
　高温多湿作業場所で作業を行う労働者は，睡眠不
足，体調不良，前日等の飲酒，朝食の未摂取等が熱中
症の発症に影響を与えるおそれがあることに留意の
上，日常の健康管理について指導を行うこと

血液中のナトリウムイオンの濃度が異常に低い状態。主な原因の一つに水分の過剰摂取が含まれる。
初期症状では、頭痛や吐き気、嘔吐、倦怠感や集中力の低下が一般的で、さらに進行すると、筋肉のけ
いれんや脱力感、意識障害が出てくることもある。

体調チェックの参考資料２
（「労働者」熱中症の発症に影響を与える項目）

体調チェックの参考資料１
（スポーツを実施する中でのチェックリスト）

体調管理の
ポイント

研修内容
（一部抜粋）

K

Vol.4

 相手の境遇を理解できる

 信頼関係を構築できる

　相手の置かれている状況を把握することができ、何を求めて
いるかを理解することができます。

　相手に安心感を与えることができ、会話が円滑となり、結果
的に伝えたい事をしっかりと伝えることができます。

共  感 　相手の立場になって、相手を理解し、
理解したことを相手に伝える。

受容的態度 　相手の話が終わるまで、最後まで聴く。
相手の話を聴く姿勢を持つ。

けい  ちょう  りょく



ソ
ナ
エ

の
教
室

勢力の大きい
台風が発生

みんなで学ぼう

今回は…

へのソナエです

避難場所へ向かうことで、危険が
伴う場合があります。浸水や土砂
災害等のリスクが想定されない安
全な場所にいる場合は災害時に
あえて外出しない等、自宅等に留
まることで、安全を確保すること
が可能です。

やや強い風
平均10m/秒以上
15m/秒未満

傘がさせない

強い風
平均15m/秒以上
20m/秒未満

風に向かって歩く
ことが出来ない

非常に強い風
平均20m/秒以上
25m/秒未満

車の運転を続ける
のは危険な状態

非常に強い風
平均25m/秒以上
30m/秒未満

樹木が倒れ、瓦が
飛び始める

猛烈な風
平均30m/秒以上

屋根が飛ばされ
るなど、木造住宅
が壊れ始める

適切な避難行動を考えよう！
避難行動の目安となる気象情報
は、テレビ、ラジオ、自治体や気象
庁等のホームページ等から得るこ
とができます。最新情報を確認で
きるよう、スマートフォンの「お気に
入り」へホームページを
登録しておきましょう。

「まだ大丈夫」「自分だけは大丈
夫」と思い込まず、早めに避難しま
しょう。大阪市から避難情報が出
た時は、ただちに必要な避難行動
をとってください。避難する際は、
一人で行動しないように
しましょう。

必要な情報を収集しよう！

台風が接近しているときや豪雨の
ときは、外出はしないようにしま
しょう。特に堤防・海辺・河川へ様
子を見に行くなどの行動は事故の
もとです。やむを得ず外出する際
は、気象情報を確認しましょう。

むやみな外出はやめよう！ 早めに避難しよう！

・・・

大阪市避難情報について

気象庁ホームページ

～地域特性に考慮した走行～

153 95 357 199 462 767 502 163 848 104

47 154 577 36 156 106 391 270 44 805

223 153 80 127 498



情
報
管
理
の
重
要
性

傷
病
者
一
覧
表
を
活
用
し
た
情
報
管
理

集
団
災
害
に
お
け
る
救
急
活
動
時
の
課
題

■
マ
ッ
ト
ラ
ミ
ネ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
の
活
用

図

10

は
じ
め
に

図　マットラミネートフィルムを活用した「傷病者一覧表」の使用状況

■
今
さ
ら
聞
け
な
い
紙
巻
鉛
筆
っ
て
何
？

お
わ
り
に

紙巻鉛筆

紙巻鉛筆による記入例 紙ベースの傷病者一覧表

消しゴムが使える 水滴が付着してもOK



写真１　360度カメラで撮影した
模擬家屋天井

「
火
災
調
査
科
」の
研
修
内
容

10

24

12

12

50

47

30

■
実
習
と
講
義
の
概
要

 
　 

　
Ｄ
Ｘ
を
用
い
た
火
災
調
査

■
３
６
０
度
カ
メ
ラ
を
用
い
た
実
況
見
分

Point
1

第２班として共に学んだ班員

写真４　模擬家屋実習

■
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
高
所
か
ら
の
撮
影

　 

　
掘
り
起
こ
し
は
手
堀
り
が
基
本
！

先
進
技
術
と
の
融
合

写真２　ドローン撮影（14m）

写真３　ドローン撮影（９m） Point
2


	10_11p
	12_13p
	14_15p
	16_17p
	18_19p

